


本年は指揮者の故前田幸市郎先生の没後30年を迎えます。生前に様々な団体や学校などでご指導を受けた面々が集まり、

先生を偲んでコンサートを開くこととなりました。演奏には、前記の人達の中で現在は指導的な立場に立っている人を通じて

前田先生の音楽を継承している、いわば孫弟子に当たる人達も多数参加しています。演奏会はご命日に当たる9月18日です。

プログラムには先生が本邦初演の指揮をされた曲の中から、G.フォーレ作曲「レクイエムニ短調（作品48)」、L.ケルビーニ

作曲「レクイエムニ短調」それに作曲家の藤原義久先生が前田先生を偲んで作曲された「北からの挽歌」を選びました。

前田幸康（指揮）

国立音楽大学卒業。チェロを小沢弘、黒沼俊夫、

小野崎純の各氏に師事。N響、日フィル等の

オーケストラでフリーのチェリストとして活躍し、

東京ゾリステン等の室内楽にも力を注ぐ。現神

奈川フィルハーモニー交響楽団の前身である

ロリエ管弦楽団を金子登、前田幸市郎と設立し、

初代チェロ第一首席奏者を務める。

1973年に渡欧し、 Prof.マルティン・オースタ

ータークに師事。 1974年1月よりフライブルク

市立交響楽団のメンバーとなる。前田幸市郎か

松井亜希（ソプラノ）

儀手県立不来方高校普通科音楽コース、東京

芸術大学音楽学部声楽科卒業。同大学院修士

課程・博士課程修了。プーランクの歌曲作品を

研究して博士号取得。在学中に同声会賞、アカ

ンサス音楽賞、三菱地所賞受賞。日仏声楽コン

クール、日本ドイツリートコンクール優勝、日本音

楽コンクール（歌曲部門）入選。しなやかで透明

ら指揮の指導を受け、 1990年以来、日本にお
！月

いて活動をしている。1985年よりプロアルテ・

カンマー・オーケストラ・フライブルクの首席チェ

リストを兼任。また同年にフライブルク市よりカン
1t 

マームズィカーの称号を贈られ、1998年には ｀

国際文化交流功労賞メダルを同市より授与さ

れた。2009年には日本国外務省の国際文化

功労賞を受賞。元上野学園大学弦楽部会主任

教授。東京合唱団音楽監督。


